







































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　発表・評価感想票  （演習Ⅰ）    
　　テーマ・企業名：（　　               　　　　　）
　　発表者： 氏名（　　　　　　　　　　　　）
　　記入者： 氏名（　　　　　　　　　　　　）































































































































































































































　　発表・評価感想票   （演習Ⅱ）   
　　テーマ・企業名：（　　               　　　　　）
　　発表者： 氏名（　　　　　　　　　　　　）
   　記入者： 氏名（　　　　　　　　　　　　）





















































































































































    ・展示物（パネル）……第１段階と第２段階の研究結果（一部）の発表









































































































































































































































































                       
注記：
（注１）文部科学省『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて
生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～』中央教育審議会答
申 2012年８月28日　13頁
（注２）この違和感について、拙稿『アクィブ・ラーニングと公民科教育法』（千
葉経済論叢 第53号 2015号）において、多少述べさせていただいている。
（注３）  「ゆとり世代」以前の世代よりも、質量ともに学ぶ内容や時間が削減さ
れた「ゆとり世代」が、ゆとり世代以前の世代に対抗できる程の社会人基礎
力の基礎や、経験、成功体験からの自信、継続する粘り強さ等々を身につけ
る方法を長年模索してきた。今回の論文は、その試行錯誤の産物の一つとし
て報告させていただいたものである。
（注４）一例としては、特別調査委員会という言葉がよく見られる。誰が委員
会を設けさせたのか、誰が委員長なのか社内の者か社外の者か、企業内に設
けた委員会か企業外なのかどうかも不明な場合が多い。大学では抽象概念を
多く取り扱うため、この調査委員会というだけで委員会内容を理解できたよ
うに思う学生が多い。ビジネスの現場では、それでは何も始まらないことを
指摘し、より厳密に正確に詳細に調べることを求める。いわゆる現場主義の
感覚を身につけることも指導目標の一つになっている。。
（注５）居残りをさせるためには、専門演習の授業が始まる最初の授業で、専
門演習の日には、アルバイトを入れないことを指示しておくことが必要であ
る。発表後の反省会などで、ゼミ生と歓談すると、この居残りによって長い
時間続けて一緒に調査研究をするため、ゼミ生同士が友達として会話するよ
うになった、通常の講義時間だけでは友達になれない、という声を聞くこと
が多い。事前に理由を言い、本人たちのためにも後々良いことであることを
伝えた上で、居残りを事前に指示すると、「ゆとり世代」は素直に従って居残
る。「ゆとり世代」の良い点である。一部の理科系とは異なり、文科系大学は
24時間はおろか、夜遅くまで、大学の研究室を使うことはできない。理科系
と比べれば、少しの時間に過ぎないが、それでも一緒の居残りは、「ゆとり世
代」の学生のコミュニケーション能力育成には効果があり、その後のゼミ生
間の意思疎通が良くなることを、ここで指摘しておきたい。
アクティブ・ラーニングと専門演習　山岡
－61－
（注６）よく原稿用紙で書いて提出、とか、自分の意見で書きなさい、という
ことが、学校教育の現場で言われているが、筆者はこの指導には大反対であ
る。原稿用紙に書き慣れている生徒・学生がどれほどいるのであろうか、原
稿用紙に書かせるのは、多くの資料、多くの事実と意見・見解に触れさせ、
レポート用紙などに書かせたのちに、はじめて行わせるべきものであろう。
安易な早急な指導は、生徒・学生の成長の芽を摘んでしまうことになると確
信している。
（注７）  「ゆとり世代」の学生は、自分の将来にとって意義のあること、と自分
で納得すれば、きちんと指示に従う素直な側面があることは先の（注５）で
も述べた通りである。ここで重要なこととして指摘しておきたいことは、指
導する者が「ゆとり世代」に対して、説明義務者としてその意義をきちんと
説明し、納得させることができているのか、という点である。
参考文献：
・佐久間勝彦『アクティブ・ラーニングへ　アクティブ・ティーチングから』
一莖書房　2016年
・三村信男他「茨城大学におけるアクティブ・ラーニングの取り組み」『現代の
高等教育』IDE大学協会　2016年７月号
・朝比奈剛「千葉商科大学　人間社会学部のアクティブ・ラーニング」『現代の
高等教育』IDE大学協会　2016年７月号
・岩崎千晶『大学生の学びを育む学習環境のデザイン　新しいパラダイムが拓
くアクティブ・ラーニングへの挑戦』関西大学出版部　2014年
・中井俊樹「教授法としてのアクティブ・ラーニング」『現代の高等教育』2016
年７月号
・岡本潤「初年度教育におけるアクティブ・ラーニングとキャリア教育：嘉悦大
学ビジネス創造学部の事例」『現代の高等教育』IDE大学協会　2016年７月号
・坂野由紀子「大学でのアクティブ・ラーニング：質問を引き出す（特集授業
に活かすアクティブ・ラーニング）」『英語教育』大修館書店　2016年８月号
（やまおか　しょうきち　本学教授）
